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セッションの趣旨 
⾼強度化による輸送機器⽤構造材料の軽量化は、輸送機器の燃費向上に寄与する。⾃動⾞

では、その構造材料をハイテン、アルミニウム合⾦、マグネシウム合⾦、CFRP などに代替
することにより、軽量化することが検討されている。しかしながら、材料の⽣産あるいはリ
サイクルによって誘発される環境負荷と使⽤時に削減される環境負荷のライフサイクルを
通した評価が望まれる。そこで、新構造材料技術研究組合（ISMA）において「新材料の材
料代替効果定量技術の開発」のテーマで、⾃動⾞のライフサイクルでの環境負荷の最⼩化を
⽬指すため、材料選択時点において候補材料を⽐較できる評価⼿法を現在開発している。さ
らに、開発した⾼機能材料の社会実装による効果が材料開発の現場で⾒える化できたり、材
料を変更することによる効果が⾃動⾞の設計時に⾒える化できたりするよう、開発してい
る⼿法は簡易な評価ツールとして準備している。 

本セッションでは、現在開発している⼿法ならびにツールについて報告し、ライフサイク
ル思考の観点から考慮すべき項⽬、評価尺度、結果の表現⽅法について会場にて議論する。 
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